
１

　 を因数分解すると ア である。

　 イ

　関数 は ウ のとき最小値 エ をとる。

　 オ

　 とする。 つの円 と が共有点を持たない

　 の範囲は カ である。

　 のとき、 は キ において最小値 ク をとる。

ア　 　イ　 　ウ　 　エ　 　オ　 　

カ　 　キ　 　ク　

 解説

　

　＝

　

　 とおく。

　 ゆえ相加相乗平均の不等式より、

　　　　 ･

である。等号成立条件は の時なので

となる。この を用いると、

　

　　　

　なので、最小値は の時である右図参照。

　このとき、最小値 ･

　また、 となるのは の時である。

　 ･

　　

　　 ＝

　 中心 半径 の円

中心 半径 の円

中心間の距離 である。円が交わらない条件は

中心間 半径の和または中心間 半径の差の時である。

　 即ち、 の時。

　両辺を 乗して これと の共通部分はないので

　解なし。

　 即ち、 の時。

　両辺を 乗して これと の共通部分より解は

　 となる。

以上より、求める条件は

　 の時、 なので相加相乗平均の不等式を用いると

　　　 ･ ＝

等号成立条件は

より、 に限る。

よって、 のとき最小値は となる。

２

次関数 がある。 のグラフと直線 は、

点 で接している。さらに、 は において極大値をとる。

　直線 が 軸のとき、 ア イ であり、 の極大値は ウ である。

　 のとき、直線 の方程式は エ オ である。

　直線 が のとき、 カ であり、 は キ ク のとき

　極小値をとる。ただし、 キ ク とする。

ア　 　イ　 　 ウ　 　エ　 　オ　 　

カ　 　キ　 　ク　 　

 解説

　 は と で 軸と接するので、

　

また、 ･ ･ より増減表は

… … … …

極小 極大 極小

となるので、 で極大となり、極大値 となる。

　 は で極大値 をとるので とおける。

　接線の式を とおくと、 で と接するので、

　 …①

が成り立つ。①に を代入すると

　　　 ･ …②

①を で微分すると

　　　

これに を代入すると

　　　 ･ ･

これを②に代入すると、

　　　 ･

よって、接線の式は

　接線の式は で、 で と接するので、

　　

　　

　　

　 の解は解の公式より なので、 の解は

　 となる。増減表は

… … … …

極小 極大 極小

となるので、 で極大、 で極小となる。
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３

を小数点以下第一位で四捨五入した整数を とする数列 を考える。

　 ア

　 のとき、 イ ウ である。一般に正の整数 について、

　 となる範囲は第 エ 項から第 オ 項までである。

　 となる最小の において カ であり、 キ である。

　 ク

ア　 　イ　 　ウ　 　エ　 　オ　 　カ　 　キ　 　

 解説

　 より、 の整数部分は 。

　 より、 よって

　 より、 となる最小の は

　 より、 となる最大の は

よって、 のとき、 である。

　 となる整数 の範囲は であるから、

　 となる。

この範囲にある整数は から までなので、

となる範囲は第 項から第 項までである。

　 の結果より、 となる個数は 個である。

　　 群 群 群 群

　　 …

という群数列を考える。 群は が 個並んでいるので、その和は である。

よって、 群までの和は ･ である。

　 ･ ･ ･

　 ･ ･ ･

よって、 は 群にあるので、

群の最後の順番は 群の個数 項なので、

群の最後は ･ より第 項である。

余り なので、 を 個足すと を超える。

よって、

　 は実数 を超えない最大整数とする。これを使うと

　 と表せる。

　 であるから、

　　　　

　であり、 左辺 右辺 とはさみうちの原理より
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